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新製品開発及び新分野進出に関するお知らせ 

 

 この度当社は、シリサイド系熱電変換材料・発電素子を開発し、平成 26 年４月より研究開発向け製

品の販売を開始することとなりました。これを機に、新分野の熱電発電市場に進出することとなりまし

たのでお知らせいたします。 

 

記 

１．概要 

（１）現状と課題 

廃熱などの形で環境中に排出されている膨大な量の熱（未利用熱）エネルギーの問題は、日本国

内のみならずグローバルな問題となっており、世界的に問題解決のための技術開発が推進されてお

ります。 

 

（２）当社の取組み 

上記背景のもと、当社は、平成 23 年４月に新事業創出を目的に新設したＲ＆Ｄ本部において、

排熱から電気エネルギーを回収できる「熱電変換技術」の研究開発に取り組んでまいりました。 

この度、その成果として、高性能かつ環境調和性のある熱電変換材料・発電素子のサンプル提供

及び研究開発向け製品を販売いたします。 

 

また、今年度から経済産業省「未利用熱エネルギー革新的活用技術研究開発」プロジェクトの

研究開発の委託先として組織された未利用熱エネルギー革新的活用技術研究組合（略称：TherMAT、

平成 25 年 10 月 17 日設立）の組合員として、同プロジェクトに参画することとなりました。 

本プロジェクトは、「未来開拓研究」の一環として、平成 25 年度から 10 年間の予定で開始され

たものであり、廃熱などの形で環境中に排出されている膨大な量の熱エネルギー（未利用熱）を削

減、回収あるいは利用する技術に関して、経済産業省からの委託研究として進められるものであり

ます。 

 



（３）サンプル・製品の特長 

   シリサイド系熱電変換材料・発電素子に関して、p型（MnSiX：マンガンシリサイド）及び n型（Mg2Si:

マグネシウムシリサイド）ともに高品質なサンプル・製品の提供・販売が可能です。 

 

２．今後の見通し 

   今後、当社は「熱電変換技術」というテーマにおいて、製品化・実用化に向けた研究開発を進め

ることで、プロジェクトの目標達成に寄与するとともに、自動車の排熱回収による燃費向上等の実

現による省エネ・ＣＯ２削減に貢献できるものと考えております。 

   また、販売に関しては、豊田通商株式会社（本社：愛知県名古屋市）を通じてワールド・ワイド

なネットワークを活かしグローバルに展開してまいります。 

なお、平成 26 年３月期連結業績への影響は軽微であります。 

 

＜本製品に関するお問合せ先＞ 

株式会社 安永 Ｒ＆Ｄ本部   長谷 

       （ＴＥＬ ０５９５－２４－２１６４） 
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